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マイナンバーカードを活用した

タクシー運賃助成事業の試行結果
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1．概要等

（１）概要

チラシ（青梅市交通政策課作成）

○目的 個⼈番号カードの利活⽤および⾼齢者等交通弱者の移動⽀援策とし
て、利⽤登録者のタクシー利⽤にかかる運賃の⼀部を助成することに
より、負担額の軽減を図り、外出促進と移動円滑化を図る

○スケジュール 令和６年度 システム設計・試⾏（1⽉ 31 ⽇〜3⽉ 31 ⽇）
令和７年度 試⾏結果の分析、検証の後、本格実施
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2．登録状況

○以下のとおり推移しました。

○要件別登録者数では７５歳以上の方の登録が最も多く、週別登録者数では、事業開始後

の平日６日間の登録が全体の６割近く（５６．6％）を占めています。

要件別登録者数

週別登録者数

要件 割合
①年齢が７５歳以上の⽅ 83.6%

②年齢が満６５歳以上の⽅で、運転免許証をお持ちでない⽅ 12.7%

③免許返納などを済ませた、運転経歴証明書をお持ちの⽅ 0.2%

④妊産婦の⽅（妊娠中または出産後１年以内の⼥性） 3.5%

合計 要件① 要件② 要件③ 要件④
1⽉31⽇ 84 71 11 1 1
２⽉３⽇から７⽇まで 161 133 21 0 7
２⽉１０⽇から１４⽇まで 52 41 11 0 0
２⽉１７⽇から２１⽇まで 45 39 3 0 3
２⽉２４⽇から２８⽇まで 42 37 4 0 1
３⽉３⽇から７⽇まで 27 22 3 0 2
３⽉１０⽇から１４⽇まで 17 15 1 0 1
３⽉１７⽇から２１⽇まで 4 4 0 0 0
３⽉２４⽇から２８⽇まで 1 0 1 0 0
3⽉31⽇ 0 0 0 0 0
合計 433 362 55 1 15

56.6%

全登録者数に対する事業開始後の平⽇６⽇間の登録者数の割合

（84＋161）／433＝56.6％
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3．利⽤状況

○以下のとおり推移しました。

○週別利用件数のうち、助成利用者数は、タクシーを利用した際に１度に助成を申請した人

数です。２人以上が同時に助成を申請した件数は、全体の１８．１％でした。

週別利用件数

○回数別利用者数について、今回登録した方のうち、１回以上助成を利用した方は６０．３％

でした。このことから、週２回以上などの定期的な利用より、機会があった際にタクシーを

利用することの方が多いと思われます。また、１回も利用がなかった方が全体の３９．７％を

占めました。

回数別利用者数

１⼈ ２⼈ ３⼈ ４⼈ ① ② ③ ④
１⽉３１⽇から２⽉２⽇まで 19 15 4 0 0 18 1 0 0
２⽉３⽇から９⽇まで 106 70 30 6 0 94 9 0 3
２⽉１０⽇から１６⽇まで 91 75 16 0 0 81 9 0 1
２⽉１７⽇から２３⽇まで 143 117 26 0 0 127 15 0 1
２⽉２４⽇から３⽉２⽇まで 127 116 8 3 0 114 11 0 2
３⽉３⽇から９⽇まで 145 127 18 0 0 123 18 0 4
３⽉１０⽇から１６⽇まで 131 109 22 0 0 116 12 0 3
３⽉１７⽇から２３⽇まで 147 129 18 0 0 128 17 0 2
３⽉２４⽇から３０⽇まで 149 115 34 0 0 130 17 0 2
3⽉31⽇ 51 35 16 0 0 44 7 0 0
合計 1109 908 192 9 0 975 116 0 18
（割合） 81.9% 17.3% 0.8% 0.0% 87.9% 10.5% 0.0% 1.6%

18.1%

合計
助成利⽤者数 要件別利⽤者数

回数 ０回 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回 10回 合計
⼈数 172⼈ 56⼈ 55⼈ 23⼈ 26⼈ 25⼈ 6⼈ 16⼈ 14⼈ 15⼈ 25⼈ 433⼈
割合 39.7% 12.9% 12.7% 5.3% 6.0% 5.8% 1.4% 3.7% 3.2% 3.5% 5.8% 100.0%

261人
60.3%

76人
17.6%

6回以上利⽤

１回以上利⽤
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○助成を利用した方が端末にタッチした時間を分析したところ、利用時間帯が多いのは１０

時台、１１時台でした。一方、７時台、１７時台や１８時台の利用は少ないことから、登録要件

対象の方のタクシー利用が、日中に多いことが伺えます。

時間帯別利用件数

○助成を利用した方の利用料金（助成額を引く前の額）について分析したところ、最も利用

が多いのは１，０００円以上２，０００円未満で、６０．７％でした。単純に２，０００円未満の金

額を距離運賃に置き換えた場合、出発地から目的地まで概ね４ｋｍ以内の利用が全体の

８７．３％を占めています。

利用料金別件数

（参考）京王自動車㈱青梅営業所の運賃

❶距離運賃 初乗り1.091km５００円、以後233ｍごとに100円加算
❷時間距離併⽤運賃 時速10Ｋｍ以下で⾛⾏した場合、１分25秒ごとに100円
❸迎⾞料⾦・予約料⾦ 迎⾞料⾦︓１回400円（時間指定予約の場合、別途500円）
❹障がい者割引 １割引※当該手帳を提示した場合に限る
❺遠距離割引 9,000円を超える⾦額について１割引

利⽤料⾦
1,000円
未満

1,000円
台

2,000円
台

3,000円
台

4,000円
台

5,000円
以上

件数 268件 611件 98件 20件 7件 3件

割合 26.6% 60.7% 9.7% 2.0% 0.7% 0.3%

87.3%

時間帯 7時台 8時台 9時台 10時台 11時台 12時台
件数 11件 69件 104件 146件 132件 118件
割合 1.1% 6.9% 10.3% 14.5% 13.1% 11.7%

13時台 14時台 15時台 16時台 17時台 18時台
109件 104件 81件 73件 32件 28件
10.8% 10.3% 8.0% 7.3% 3.2% 2.8%
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4．利⽤者アンケート

（１）アンケート実施概要

○本格実施を検討するうえでの参考にするため、利用者アンケートを実施しました。アンケー

ト票は下図のとおりです。

○試行中、乗務員から利用者に手で渡し、４０票回収しました。

乗務員アンケート票
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（２）アンケート結果

○お住いの地区は「河辺町7丁目」が最も多く2０．０％で、「師岡町2丁目」の1２．５％が続き

ます。いずれも、鉄道と路線バスのサービス圏外のうち人口密度が40人/ha以上の地区

です。

町別では「河辺町」が最も多く4５．０％で、「師岡町」の１７．５％が続きます。

1-①お住いの地区 〔SA〕
項目 実数 割合
⻘梅市 河辺町 1丁目 2 5.0%

2丁目 0 0.0%
3丁目 0 0.0%
4丁目 1 2.5%
5丁目 0 0.0%
6丁目 3 7.5%
7丁目 8 20.0%
8丁目 2 5.0%
9丁目 2 5.0%
無回答 0 0.0%
計 18 45.0%

師岡町 1丁目 1 2.5%
2丁目 5 12.5%
3丁目 1 2.5%
4丁目 0 0.0%
無回答 0 0.0%
計 7 17.5%

大門 1丁目 1 2.5%
2丁目 0 0.0%
3丁目 2 5.0%
無回答 0 0.0%
計 3 7.5%

根ヶ布 1丁目 0 0.0%
2丁目 2 5.0%
無回答 1 2.5%
計 3 7.5%

東⻘梅 1丁目 1 2.5%
5丁目 1 2.5%
無回答 0 0.0%
計 2 5.0%

今寺 4丁目 2 5.0%
谷野 1 2.5%
吹上 1 2.5%

無回答 3 7.5%
合計(人) 40 100%
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2-①-(1)乗⾞⽇ 〔SA〕
項目 実数 割合

2月 4⽇ 火 1 2.5%
2月 6⽇ 木 1 2.5%
2月 18⽇ 火 1 2.5%
2月 20⽇ 木 1 2.5%
2月 21⽇ ⾦ 2 5.0%
2月 22⽇ 土 2 5.0%
2月 26⽇ 水 3 7.5%
2月 28⽇ ⾦ 1 2.5%
3月 1⽇ 土 1 2.5%
3月 2⽇ ⽇ 2 5.0%
3月 3⽇ 月 2 5.0%
3月 4⽇ 火 2 5.0%
3月 5⽇ 水 4 10.0%
3月 6⽇ 木 1 2.5%
3月 12⽇ 水 2 5.0%
3月 16⽇ ⽇ 3 7.5%
3月 18⽇ 火 2 5.0%
3月 23⽇ ⽇ 1 2.5%
3月 25⽇ 火 1 2.5%
3月 26⽇ 水 1 2.5%
3月 28⽇ ⾦ 2 5.0%

無回答 4 10.0%
合計(人) 40 100%

○対象要件は「年齢満75歳以上の方」が最も多く６７．５％で、「年齢満65歳以上の方で、

運転免許証をお持ちでない方」の２０．０％が続きます。

○性別は「女性」が８０．０％、「男性」が２０．０％です。

運転免許は「所持していない」が４５．０％で、「所持していたが返納した」が４２．５％です。

あわせて87.5％です。

○乗車日は以下のとおりです。

1-③性別 〔SA〕 1-④運転免許 〔SA〕
項目 実数 割合 項目 実数 割合
男性 8 20.0% 所持している 3 7.5%
⼥性 32 80.0% 所持していたが返納した 17 42.5%
そのほか 0 0.0% 所持していない 18 45.0%
回答しない 0 0.0% 無回答 2 5.0%
無回答 0 0.0% 合計(人) 40 100%
合計(人) 40 100%

1-②対象要件 〔SA〕
項目 実数 割合
年齢満75歳以上の⽅ 27 67.5%
年齢満65歳以上の⽅で、運転免許証をお持ちでない⽅ 8 20.0%
免許返納を済ませた、運転経歴証明書をお持ちの⽅ 3 7.5%
妊産婦の⽅ 1 2.5%
無回答 1 2.5%
合計(人) 40 100%
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○乗車時間は「午前」が45.0％、「午後」が47.5％で、「午前」は9時前後が多く、「午後」は

１時頃から3時頃までが多い状況にあります。

○乗車人数は「1人」が最も多く6０．０％で、「２人」の２７．５％が続きます。

２人で乗車した１１件についてみると、うち１人がマイナカードをタッチしたケースは８件で、

２人ともタッチしたケースは３件です。

○待ち時間は「迎車もしくは予約した」が最も多く4７．５％です。

迎車もしくは予約をしなかった方の待ち時間は、「待ち時間はなかった」が最も多く

２２．５％、「１０分未満」２０.0％が続きます。また、15分以上待ったとの回答もありました。

2-①-(2)乗⾞時間 〔SA〕
項目 実数 割合 項目 実数 割合
午前 7 時頃 0 0.0% 午後 1 時頃 5 12.5%

8 時頃 2 5.0% 2 時頃 3 7.5%
9 時頃 6 15.0% 3 時頃 5 12.5%
10 時頃 3 7.5% 4 時頃 3 7.5%
11 時頃 0 0.0% 5 時頃 2 5.0%
12 時頃 2 5.0% 6 時頃 0 0.0%

無回答 5 12.5% 7 時頃 0 0.0%
午前 計 18 45.0% 無回答 1 2.5%

午後 計 19 47.5%
無回答 3 7.5%
合計(人) 40 100%

2-②乗⾞人数 〔SA〕
項目 内マイナカードをタッチした人 実数（件） 割合

1人 1人 20 50.0%
無回答 4 10.0%
計 24 60.0%

2人 1人 8 20.0%
2人 3 7.5%

無回答 0 0.0%
計 11 27.5%

3人 1人 1 2.5%
2人 1 2.5%
3人 1 2.5%

無回答 0 0.0%
計 3 7.5%

無回答 2 5.0%
合計(人) 40 100%

2-③待ち時間 〔MA〕
項目 実数 割合
迎⾞もしくは予約した 19 47.5%
待ち時間はなかった 9 22.5%
5分未満 1 2.5%
10分未満 8 20.0%
15分未満 0 0.0%
15分以上 2 5.0%
無回答 1 2.5%
合計(人) 40 100%
合計(件・無回答除く) 39 -
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○出発地と目的地は、ともに「自宅」が最も多く、５０．０％と４２．５％です。

自宅以外では出発地の場合は「駅」の３２．５％、目的地の場合は「タクシー乗り場（病院な

ど）」の４０．０％がそれぞれ続きます。

○OD（出発地と目的地の組み合わせ）でみると、「自宅▶タクシー乗り場（病院など）」が最も

多く４０．０％で、「駅▶自宅」の２７．５％が続きます。

○所要時間は「10分未満」が最も多く６２．５％で、「20分未満」の２２．５％が続きます。

2-④出発地 〔SA〕 2-⑤目的地 〔SA〕
項目 実数 割合 項目 実数 割合
⾃宅 20 50.0% ⾃宅 17 42.5%
駅 13 32.5% 駅 3 7.5%
タクシー乗り場（病院など） 2 5.0% タクシー乗り場（病院など） 16 40.0%
その他 4 10.0% その他 3 7.5%
無回答 1 2.5% 無回答 1 2.5%
合計(人) 40 100% 合計(人) 40 100%

項目 実数 2-⑤目的地
1 2 3 4

2-④出発地 ⾃宅 駅
タクシー乗
り場（病
院など）

その他 無回答 合計(人)

⾃宅 1 2 16 1 0 20
駅 11 0 0 2 0 13
タクシー乗り場（病院など） 2 0 0 0 0 2
その他 3 1 0 0 0 4
無回答 0 0 0 0 1 1
合計(人) 17 3 16 3 1 40

項目 割合 2-⑤目的地
1 2 3 4

2-④出発地 ⾃宅 駅
タクシー乗
り場（病
院など）

その他 無回答 合計(人)

⾃宅 2.5% 5.0% 40.0% 2.5% 0.0% 50.0%
駅 27.5% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 32.5%
タクシー乗り場（病院など） 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0%
その他 7.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%
無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.5%
合計(人) 42.5% 7.5% 40.0% 7.5% 2.5% 100%

2-⑥所要時間 〔SA〕
項目 実数 割合
10分未満 25 62.5%
20分未満 9 22.5%
30分未満 3 7.5%
30分以上 0 0.0%
無回答 3 7.5%
合計(人) 40 100%
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○利用目的は「医療施設の利用（病院など）」が最も多く５２．５％で、「自宅への帰路」の

４５．０％、「買い物」の２７．５％が続きます。

○本事業について、①市役所での事前登録、③助成の申し出、④運賃の支払いは、すべて

「簡単だった」が最も多く、いずれも９０％を越えています。

○②タクシーの電話予約は、「すぐつながった」が最も多く５７．５％で、「電話予約しなかっ

た」の２５．０％が続きます。

○今回の移動で本事業がなかった場合の交通手段は、「タクシー」が最も多く6５．０％で、

「徒歩」の4０．０％、「路線バス」の３０．０％が続きます。

2-⑦利⽤目的 〔MA〕
項目 実数 割合
買い物 11 27.5%
⾃宅への帰路 18 45.0%
通勤・通学 1 2.5%
医療施設の利⽤（病院など） 21 52.5%
⾦融機関､郵便局の利⽤ 2 5.0%
公共施設の利⽤（市⺠センターなど） 2 5.0%
⽂化施設の利⽤（図書館など） 2 5.0%
運動施設の利⽤ 1 2.5%
その他 7 17.5%
無回答 1 2.5%
合計(人) 40 100%
合計(件・無回答除く) 65 -

3-①市役所での事前登録 〔SA〕 3-②タクシーの電話予約 〔SA〕
項目 実数 割合 項目 実数 割合
簡単だった 39 97.5% すぐつながった 23 57.5%
難しかった 0 0.0% つながりにくかった 1 2.5%
どちらでもない 1 2.5% どちらでもない 3 7.5%
無回答 0 0.0% 電話予約しなかった 10 25.0%
合計(人) 40 100% 無回答 3 7.5%

合計(人) 40 100%

3-③助成の申し出 〔SA〕 3-④運賃の支払い 〔SA〕
項目 実数 割合 項目 実数 割合
簡単だった 38 95.0% 簡単だった 37 92.5%
難しかった 0 0.0% 難しかった 0 0.0%
どちらでもない 1 2.5% どちらでもない 2 5.0%
無回答 1 2.5% 無回答 1 2.5%
合計(人) 40 100% 合計(人) 40 100%

〔MA〕
項目 実数 割合
タクシー 26 65.0%
鉄道 2 5.0%
路線バス 12 30.0%
⾃家⽤⾞ 3 7.5%
バイク 0 0.0%
⾃転⾞ 3 7.5%
徒歩 16 40.0%
その他 0 0.0%
今回は移動しなかった 0 0.0%
無回答 4 10.0%
合計(人) 40 100%
合計(件・無回答除く) 62 -
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○普段の利用と比較して、事業期間中の利用回数にどのような変化があったかを、交通手

段別に設問しました。

①タクシーは「増えた」が最も多く４７．５％で、「変わらない」の３２．５％が続きます。

②鉄道は「変わらない」が最も多く５２．５％で、「普段は利用していない」の２０．０％が続き

ます。

⑦徒歩は「変わらない」が最も多く５５．０％で、「減った」の１７．５％が続きます。

○本事業が本格（通年）実施した場合、「利用する」が９２．５％です。残る７．５％は無回答の

ため、回答したすべての方が「利用する」としています。

○利用する理由

①公共交通や⾃家⽤⾞等の代替⼿段として

②免許返納者

・バスがないため（４票）
・⾃転⾞、徒歩が困難（11 票）
・⾃家⽤⾞の運転に不安がある（１票）
・手荷物が多く、バスにのりづらい（３票）
・雪が降ってきたので助かった（１票）

・免許返納して病院や買い物への外出が大変（１票）
・免許返納後タクシーだと、交通費がかかる（１票）
・免許返納後、タクシー利⽤が多くなるが、京王タクシーの個人契約も3月で終了するため（１票）

項目 実数 5-①タク
シー 5-②鉄道 5-③路線

バス
5-④⾃家
⽤⾞

5-⑤バイ
ク

5-⑥⾃転
⾞ 5-⑦徒歩

増えた 19 3 2 0 0 1 4
減った 0 1 2 3 0 2 7
変わらない 13 21 11 6 1 8 22
普段は利⽤していない 5 8 19 24 30 22 0
無回答 3 7 6 7 9 7 7
合計(人) 40 40 40 40 40 40 40

項目 割合 5-①タク
シー 5-②鉄道 5-③路線

バス
5-④⾃家
⽤⾞

5-⑤バイ
ク

5-⑥⾃転
⾞ 5-⑦徒歩

増えた 47.5% 7.5% 5.0% 0.0% 0.0% 2.5% 10.0%
減った 0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 0.0% 5.0% 17.5%
変わらない 32.5% 52.5% 27.5% 15.0% 2.5% 20.0% 55.0%
普段は利⽤していない 12.5% 20.0% 47.5% 60.0% 75.0% 55.0% 0.0%
無回答 7.5% 17.5% 15.0% 17.5% 22.5% 17.5% 17.5%
合計(人) 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

〔SA〕
項目 実数 割合
利⽤する 37 92.5%
利⽤しない 0 0.0%
わからない 0 0.0%
無回答 3 7.5%
合計(人) 40 100%
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③経済性等

○「この助成事業についての意見や感想」は以下に示すとおりです。（◎：効果 ▲：課題）

・経済的に助かる（６票）
・通院（４票）
・大変便利（２票）
・難しい手続きもなく利⽤することができる（１票）

【継続希望】
◎続けてほしい（７票）
【公共交通の代替手段として】
◎路線バスやコミュニティバスが通っていないので、利⽤したい（４票）
◎料⾦割引でタクシーを利⽤してバスより早く家に帰ることができた（１票）
【⾃家⽤⾞・徒歩・⾃転⾞の代替手段として】
◎弱った体にタクシーが利⽤できてありがたく、運転手さんの気遣いもありがたい（２票）
◎病院の駐⾞場は満⾞が多く大変だが、タクシーだといつでも利⽤できる（１票）
【経済性】
◎交通費が大変重く、助かる（５票）
【運⾏事業者について】
▲駅から利⽤する時、京王タクシーでないタクシーが来た時利⽤できず歩いた（１票）
▲京王タクシー以外のタクシー会社にもこの制度の運⽤をお願いしたい（２票）
【利⽤時間帯について】
▲時間の幅があると良い（１票）
▲時間帯が 7〜19時だったため、夜間に病院へ向かう際は不便（１票）
【対象地区について】
▲利⽤地域を増やしてほしい（１票）
▲成木、小曾木等が対象ではなく申し訳ない（１票）
【免許返納者】
◎免許を返納した時何も特典がなかったので、これで高齢者の免許返納が増えると思う（２票）
【助成端末（スマートフォン）の操作について】
▲スムーズな会計が必要（１票）
▲お得感が感じられずカード利⽤のありがたみを感じない（１票）
【その他】
◎大変助かる（４票）



－14－

5．乗務員アンケート結果

（１）アンケート実施概要

○本格実施を検討するうえでの参考にするため、乗務員アンケートを実施しました。アンケー

ト票は下図のとおりです。

○試行期間終了後に実施し、58票回収しました。

乗務員アンケート票

（２）アンケート結果

○試行期間中に助成対応の機会が「あった」方は５４人で93．１％です。

○助成端末（スマートフォン）の操作は、「どちらかといえば簡単だった」が最も多く43．１％

で、「簡単だった」の3２．８％が続きます。あわせて７５．９％になります。

項目 実数 割合
簡単だった 19 32.8%
どちらかといえば簡単だった 25 43.1%
どちらかといえば難しかった 10 17.2%
難しかった 4 6.9%
無回答 0 0.0%
総計 58 100.0%

問２　助成端末（スマートフォン）の操作について

項目 実数 割合
あった 54 93.1%
なかった 3 5.2%
無回答 1 1.7%
総計 58 100%

問１　試⾏期間中の助成対応の機会について
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○以下に示す助成内容については、

「どちらかといえばわかりやすかった」が最も多く3７．９％で、「どちらかといえばわかりにく

かった」の31．1％が続きます。

「わりやすい」とするユニットは約53％、「わかりにくい」とするユニットは約45％で、拮抗

しています。

○試行期間中の実車回数は試行前と比べると、「変わらない」が最も多く5８．６％で、「わか

らない」の2０．７％が続きます。

増減のみ着目すると、「増えた」は1３．８％、「減った」は１．７％です。

○試行期間中の対象地区内での乗降回数は試行前と比べると、「変わらない」が最も多く

５８．６％で、「わからない」の22.4％が続きます。

増減のみ着目すると、「増えた」は12．１％、「減った」は１．７％です。

助成回数 １日２回、試行期間中合計１０回まで

助成額 １人の場合：１回の乗車につき運賃の２分の１の額を助成（上限１，０００円）

２人以上の場合：１回の乗車につき１人あたり５００円を上限に助成

項目 実数 割合
増えた 8 13.8%
変わらない 34 58.6%
減った 1 1.7%
わからない 12 20.7%
無回答 3 5.2%
総計 58 100.0%

問４　試⾏期間中の実⾞回数について
　　　（試⾏前と⽐べて）

項目 実数 割合
増えた 7 12.1%
変わらない 34 58.6%
減った 1 1.7%
わからない 13 22.4%
無回答 3 5.2%
総計 58 100.0%

問５　試⾏期間中の対象地区内での乗降回数について
　　　（試⾏前と⽐べて）

項目 実数 割合
わかりやすかった 9 15.5%
どちらかといえばわかりやすかった 22 37.9%
どちらかといえばわかりにくかった 18 31.1%
わかりにくかった 8 13.8%
無回答 1 1.7%
総計 58 100.0%

問３　助成内容について
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○「その他、お客様からのお声や、本事業に対するご意見」は以下に示すとおりです。

（◎︓効果 ▲︓課題）
【対象地区について】

【登録について】

【助成端末（スマートフォン）の操作について】

【継続希望】

【その他】

▲不服、不満の声が多く聞かれた（4票）

▲本庁のみでの登録のため、不便との声が聞かれた（1票）

▲システムの問題（⾞載端末の処理に手間や時間がかかる、マイナンバーカードを⾞載端末にかざ
すタイミングを乗⾞時だけでなく降⾞時も認めてほしい。）（10票）

▲乗務員に手当をつけてほしい（3票）
▲助成の受け⽅（利⽤者の⼝座へ⼊⾦、チケットにしてほしい）（6票）

◎今後も続けてほしい（2票）

◎お客様には好評だった（1 票）
▲千円差し引きの残高を支払えばよいと誤解している⽅がいた（1票）
▲対象地区外の業務が中心だったため、助成業務ができなかった（1 票）
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6．まとめと今後の予定

（1）まとめ

○マイナンバーカードを活用したタクシー運賃助成事業の試行結果として、以下のとおりま

とめます。

・７５歳以上の方の登録が多く、運転経歴証明書所持者の登録が少ないことから、免許

返納者への登録が多くなるような工夫が必要である。

・登録後、１回でも良いので利用していただく機会の創出が必要である。

・助成対象者が複数人で相乗りすることが少なく、助成対象者１人、または助成対象者１

人と助成対象外の方が一緒に乗ることが多い。現行の制度が、複数人がまとまって移

動できるタクシーのメリットを活かしきれていない可能性があることから、より、助成対

象者が複数人で相乗りして移動したくなるような工夫が必要である。

・運行事業者との連携を強化し、事業やシステム、助成端末の操作にかかる理解を深め

てもらう必要がある。

・本格実施開始後も、利用状況等を把握するとともに、本事業が運行事業者の実車回

数に対し、どのような効果があるか、見きわめることが重要である。

（2）今後の予定

・令和７年６月１日 広報おうめおよび青梅市ホームページにて、試行結果の周知記事

を掲載

・７月（予定） 第56回公共交通協議会にて、本格実施に向けた協議

・１０月（予定） 本格実施開始


